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要約:学 問領域 を問わず 現代の大学生 に とって、 自 ら業 を起す視 点や、 ビジネ スプ ランを企画す る基礎 的 ノ

ウハ ウ ・精神 は常に必 要 とされ る。 この素養 を身 に付 けても らうこ とを 目的 に、「ビジネ スの捉 え方」にっ き

講義 ・演習方式で教育を実施 した。 特 に今回は、特定非営利活動 法人技術デー タ管理支援 協会の手法であ る

「概 念デー タモデル設 計法」の一部で ある 「事業領域 と使命 」を フ レーム ワー クと して用いた。 これは、エ

ーベ ルの 「事業の定義」 も踏 まえた ものであ る。 本教育にあたっては、特定非営利 活動法人技術デー タ管理

支援 協会の手島歩三氏に ご指導いただいた。 本稿 では、概 念デー タモデル設 計法の全 体概 要、講義 ・演習概

要及 び今 後の展 開について述べた。

1.は じ め に

学生の多 くは、企業への就職 を希望 してい るが、

自ら業を起す視 点や、 ビジネスプ ランを企画す る

基礎 的 ノウハ ウ・精神 は必要 とされ る。もちろん、

起業家の道 に進 んで も必要な事項であ る。長期不

況に よ り地域 経済が疲 弊 してい ることもあ り、地

域活性 化は常に政 策の重点課 題の一つ と して位 置

づけ られてい る。 地域活性化 につなが るビジネ ス

発想 を身 に着 けることが、学問領域 を問わず現代

の大学生に強 く求め られてい る。

この よ うな背 景 を受けて、特定非営利 活動法人

技術 データ管理支援 協会の手法であ る 「概念デー

タモデル設 計法」の一部 を援 用 して、新たな ビジ

ネ スを発 想す る講 義 ・演習90分 を手 島歩 三氏(特

定非 営利 活動 法人 技術 デー タ管 理支 援協 会 ・理

事 ・運営委員)に お願 い した。 今回の対象はマネ

ジメ ン ト学部の学生 と した。

本稿では、概念データモデル設計法の全体概要

を先ず紹介する。次に、概念データモデル設計法

の 「事業領域 と使命」のステ ップを援用 して学生

らがビジネスを捉えることの演習事例及び今後の

展開についてふれる。

2.概 念 デ ー タ モ デ ル 設 計 法 とは

手島[1]、 手島 ・小池 ・松井 ・南波 ・安保[2]

を参考に記述す る。

2.1概 念デー タモデル設計法 の狙い

概念デー タモデル設計法で は、人 はそれぞれの

生い立 ちや経験 に基づいて、実世界 を捉 える枠組

を心の 中に持 ってい る とい うこ とが前提 になって

い る。概念デー タモデル を設計(記 述)す る 目的

は、ビジネ スの仕組(「ビジネ ス・アー キテ クチャ」)

を捉 えるこ とにある。それ によ り、下記 のよ うな

こ とが可能 とな る。

①対象実世界 の境界、対象実世界 に存在す る 「も
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の」や ビジネス機能 を傭 轍で き、何 よ りもビジ

ネ スの仕組 を整 備す る方向を示す もの と して役

立っ。 ステー クホルダの存在 や ビジネスの動向

を眺め、現在抱 える問題点を ど う解 消す るか、

外 部か らの期待 をど う受 けとめるか、な どを含

む ビジネ ス改革 の手掛 りも得 られ る。

②記 述 した概念 データモデルに基づいて、「アプ リ

ケー シ ョン体系」を導 き出す ことがで きる。

③ さらにそれ らのア プ リケー シ ョンに相 応 しい

「情報基盤構 想」 を作成す るこ とがで きる。

2.2概 念デー タモデル設計法 の手順

概 念デー タモデル設 計法の一連の手順 を図1に

示す。

}髄 ・鵠

モデルQ述

}・嘲

}
案の畏当性屏価
と実行計圏

図1.概 念デー タモデル設計法 の手順

各 ステ ップのポイ ン トは次の通 りで ある。

① 事業領域 と使命

経営戦略 を確認 す る。

② 静的モデル

実世界 を構成 す る要素 として どの よ うな種類

の 「もの」があ るか、それ らの 「もの」た ちの問に

どの よ うな関係 があ るか を検 討す る。

③ 動的モデル

ビジネスに関わ る「もの」が どの よ うな 「ビジ

ネ ス活動 」に よって状 態が変化す るか、一連の

「活動 の種類 」 と順序 規則 を明 らか にす る。

④ 組織間連携 モデル

組織構成部 門の役割 と業務連携 の仕組 を捉 え

る。組織 が管理 責任 を持 つべ き 「もの」 と 「ビ

ジネ ス活動」 を明 らか にす る。

⑤機 能モデル

業務機 能の連 鎖 を捉 え る。

⑥ アプ リケー シ ョン体系

業務 形態 に相応 しい アプ リケ ー シ ョン体 系

(基幹系、情報系、そ の他)を 導 き出す。

⑦解決案 の評価

解決案 につ き、従来 との違い、新た な方法が

成 り立っ前提 、新た な問題 ・損失 と対策 か ら、

評価す る。

⑧ フェー ズプ ラン

ビジネ ス改革 を進 める手順計画 を立て る。

2.3JFEス チール及びそ のグルー プ会社 での

適用 ・評価

JFEス チール とその グループ会社 では、概念デ

ータモデ ル設計 法を積極 的に活用 してきた。例

えば、川崎製鉄株 式会社 とNKK(日 本鋼管株式

会社)と の経 営統合 とい う大幅な ビジネ スの見

直 し ・システム化 においては、概念 データモデ

ル設計法 を用いて議論 を進 めた経緯 があ り、安

保[3]は 、JFEス チー ルでの実践事例 を紹介 して

いる。 また、下記の評価 がな されてい る。

① ビジネ スモデル を論理的 に表現す るこ とで ビジ

ネ スに対す る理解が深 まる。

②実体 をモデル に写 し取 る過程で、将来 のあるべ

き姿 を考 えるよ うになる。

な ど、関係者が集 ま りデー タモデ リングに関す る

議論 をす るこ とを通 じて、つ ま りモデ リングのプ

ロセ スそ のものが、 コ ミュニ ケー シ ョンを充実 さ

せ、考 え方 を整理す る助 けになってい る。

情報 システム を開発す る立場で関与 して きた立

場か らみ る と、次 のよ うなこ ともい える。

①不変的 なデー タ構造 の導出

業務部門 を巻 き込んだ ビジネ スモデル(「 もの」

と 「こと(活 動)」)の 議論 を通 して 、不変的 なデ

ー タ構造 を導 き出す手法で ある。

②ユーザ部門か らの視点

利 害関係 者が一 同に会 し、それぞれ の課題 を述

べ ・共有 し、 同 じレベルで ビジネ スを捉 え検討 を

進 めるこ とで、参加者 の合意形成が しやすい。

③情報 システム を開発す る側 か らの視点

ユーザ部門の検討 に参加す るこ とで、短期間 に

ビジネ スの概要 を理解 できる。 また 、そ の後 の開

発 に生かす こ とがで きる。デー タベー スの構造 を

明確 にす るこ とがで きる。

2.4概 念デ ータモデル設 計法 の理論 的背景

金 田[4]は 概念 デー タモデル設 計法 の理論 的背

景 を論 じてい る。手島 らが提唱 して いる概念デー

タモデル設計法 を、C、s.パ ー ス(CharlesSanders
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Peirce)を 創 始者 とす るプ ラグラマテ ィズム哲学の

視 点か ら分析 し、概 念デー タモデル設 計法 をプ ラ

グマテ ィズム実践 と して再定義 してい る。具体的

には、①概 念デー タモデル設 計法が採 用 してい る

「オブジェ ク ト指 向」は、プ ラグマテ ィズムの 「実

在物 」の思想 を背 景に持 つ と考 えるのが 自然で あ

り、②オブ ジェク ト指向 を導入 しつつ、動的モデ

ル を通 じて、デー タ状態 が変化 す るオブ ジェク ト

に焦点を絞 る概念 データモデル設計法のアプ ロー

チは、中村[5]の 「要(か なめ)の 『もの』『こと⊥

を 自動的に組 み込んでい る、 と してい る。

3.ビ ジネ ス を捉 えるこ とへの 「事業領域

と使命」援用の考え方

3.1一 般 システ ム思考

*シ ステ ム

ーある 「目的」 のた めに 「関連付 け られ た」 「要

素」の集 ま り。

*一 般 システ ム思考

一 「関連」 に着 目して 「物事」(こ の場合 は ビジ

ネス)を 捉 える。

一 「関心」が存在 しなけれ ばな らない。

*現 在 の ビジネスでは複数 の 「関心」が ある場

合が多い。

*そ の背後 には 「利害関係者」 が存在す る。

一「関心」に相応 しい 「視点」・「視座」を定 める

必要 がある。

*異 なる 「視 座」で観察す る と、新 しい 「展望」

が開 けて くる。

概 念デー タモデル設 計法は上述の体系 をもった

手法であ るが、今 回の講 義 ・演習では 「事業領 域

と使命 」のステ ップ を援 用 して ビジネス を捉 える

ことを試 みた。

エーベ ル[6]の 「顧客機能 と顧客層 、技術 とい う

3次 元の要素か ら事業を定義すべ きで ある」 とい

う視点 も踏 ま えた 「事業領域 と使命 」 を表現す る
"ContextDiagram"(図2)を フ レーム ワー クと し

て提 示 し、講師の解説 に従って考 え ・記述す るこ

とで ビジネス を捉 えてい く。解 説のなか にて、関

連す る経 営戦略論 も示 されてい る

手順 を手島[7]に したがって紹介す ると、次の通

りであ る。

⇒

劇約条件
/問 題点

凡例

縛 餉● ●

唾]8

哩⇒

制約条件
/問 題点

制約条件
/問 題点

図2."ContextDiagram"

3.2エ ーベル の 「事業 の定義」

*顧 客層

一事業 には 「顧客」 が居な ければ な らない。

一顧客 の数や 、質 、行動様式 によって市場規模が

決ま る。

一"ContextDiagram"1こ 記 入 して見よ う

*顧 客層 は異 質 ない くつか の層 に分 かれてい

る場合が ある。

一関連す る経営戦略論

*サ プ ライチ ェー ン ・デザイ ン

*固 有技術

一事業が寄 って立つ 、他者 に真似で きない技術

一この技術 を活かす ためにビジネ スを興す、ビジ

ネス に取 り組む。

一「固有技術」の背後にはそれ を体得 した人(人

的資源)が 存在す る。

一固有技術 の背 後 には特定 の資源 が存在す る。

→ 「固有資源」、 「外部資源」

一"ContextDiagram"1こ 記入 して見 よ う

*外 部資源 の供給者 が多数 あ り、サ プライチ ェ

ー ンを形成 してい る場合 がある。

一関連す る経営戦略論

*資 源べ一 スの経営

*コ ア ・コン ピー タンス

*サ プ ライチ ェー ン ・デザイ ン

*顧 客機 能

一事業が提供す る商 品(製 品 あるい はサー ビス)

は 「顧客機 能(活 動 ・あるい は行為)」 に対 し

て役 に立つ 「サー ビス」を提供す るものでなけ

れば な らない。
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一 「もの」(製 品あ るいは情報)は 「サー ビス を

提 供す る方便 」であ る。

一"ContextDiagram"6こ 記入 して見 よ う

一関連す る経 営戦略論

*ポ ー トフォ リオ戦略

*市 場 開拓 ・市場深耕

3.3ポ ーターの 「競争優位 の戦略」

*事 業は脅威に曝 されてい る。

一同業他社 、顧 客の交渉力、取引先の事業戦略、

異業種 か らの参入、従業員の成長

一脅威 に勝 つ ための地位 を獲得す る不断 の努力

が必要であ る。

*外 部価 値連鎖

一競争 に勝つためには、顧 客に とって外部資源 よ

りも大きな 「付加 価値」 をもた らす 商品(製 品

あ るいはサー ビス)を 提 供 しな ければな らない。

一ビジネ ス組織 は棲 息環境 の 中の価 値連鎖 の一

環 と して役割 を獲得す る必要があ る。

一"ContextDiagram"1こ 記入 して見 よ う

*内 部価 値連鎖

一付加 価値を生み出す ために、ビジネ ス組織 は内

部に 「価 値機 能」を編成 してい る。

一内部価値連鎖 を是正 ・強化す るこ とによ り、競

争優位性 を獲得でき る場合が ある。

一"ContextDiagram"6こ 記入 して見 よ う

*た だ し、内部価値機 能連鎖を考案す るときは、

別 途、精緻 な方法が必要で ある。 今回は時間

が足 りないので、思いつ く価値機 能 を記入す

る。

一関連す る戦略論

*プ ロセス ・イ ノベー シ ョン/リ エ ンジニア リ

ング

*ビ ジネス ・アーキテ クチ ャ/ビ ジネス ・モデ

ル

一内部の仕組み(内 部価 値連鎖 、設備/装 置 な ど)

を考案 ・設 置す る上で、法的 に禁止 されて いる事

柄、経営方針 な ど。

*「 問題 点」

一組織が外部環境 に及 ぼす 「迷惑」 であって、解

決す る責任が組織 にある事柄。

一"ContextDiagram"1こ 記入 して見 よ う

一関連す る経営戦略論

*問 題構造学

*管 理者 の問題形成

3.5ビ ジネ スを捉 えなおす

*事 業領 域

一問題 の構造が見 えて きた とき、解決可能 な方 向

にビジネ ス全体 を方 向転換す る必要が ある。

一ビジネ ス組織 は、資源市場 、顧客市場 、お よび

産業立地 の上で事業 を営む こ とになる。

一"ContextDiagram"を 見 て、 どのよ うな事業領域

で あるか、確認 しよ う。

一関連す る経営戦略論

*棲 み分 け ・食べ分 け

*ビ ジネ ス ・ドメイ ン

*事 業使 命

一生 き物 は環境 の中で適切 な 「役割」 を獲得す る

こ とによ り、生 き延び 、永続 し、発展す る。

一その 「役割」 を事業使命 として明確 に示す。

*一 つ の ビジネ ス組織が複数 の 「役割 」を持っ場

合が ある。

*全 体使命、部分使命 に階層化 され る場合が ある。

一"ContextDiagram"1こ 記入 してみ よ う。

一関連す る戦略論

*プ ロセ ス ・ビジ ョン

*コ ー ポ レー ト・アイデ ンテ ィテ ィ

*サ プ ライチ ェー ン ・デザイ ン

*プ ラ ッ トフォーム産業構造

3.4構 造的問題把握

*組 織は外 部環境 か ら様 々な影 響 を受け、幾つ もの

問題 を抱 えてい る。

一重要な問題に的確 に対処 しな ければな らない。

一問題の原 因 とな る事柄 を関係 者が認 識す る必要

があ る。

*「 ビジネ ス動向」

一顧 客や、取引先(資 源 供給者)の 動向

一製 品動向、資源 動向

*「 制約 条件 」

3.6知 ってお いて欲 しい こ と

*情 報 システ ム とビジネスの 関係

一情報 システ ム とは

*人 間 は情報 によって現実 を認識、把握 し、考 え、

意思決定す る。

*ビ ジネ ス情報 は ビジネス組織 が関心 を持つ 「も

の ・こ と」の事実 を正確 に捉 えてい なけれ ばな

らない。

*ビ ジネ スの事実 を捉 え、記憶 し、検索 し、加工

し参照す る仕組みが ビジネ ス情報 システ ムで あ
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る。

*実 現手段 と してIT(情 報技術)を 利 用す る場合

があ る。

*コ ンピュー タの 中を覗 き込 めば、現地 に出掛 け

な くて も現地の様 子が過 去か ら現在 、 さ らには

近 未来(予 測 と計画)に 至 るまで分か る。

一情報 システムの使命

*ビ ジネ スに関与す る人々の意思疎通 を支援す る

こと。(ISO/ANSI、1985)

一基幹系情報 システムの使命

*実 世界をあ るがままに捉 える(シ ミュ レー シ ョ

ン)。

4.学 生 に よる検討結果

今 回は、学生 らに とって考 え易い と思われ る「高

知駅周辺 に立地す る弁当屋 さん」 を想 定 して も ら

うことと した。

講 師の指 導に よ り各人で考 えた後、 グループに

分かれて さらに練 って もらった。学生の検討 事例

を図3に 示 す。

解説 も含 めて90分 とい う時間的な制約 もあ り、

検討 しきれていない部分 もあ る。しか し、"Context

Diagram"に は、 ビジネ スを捉 える要素が図式化 さ

れた形で 明示 されてい るこ とか ら、 これ にそ って

思考す るこ とで 、 ビジネ スを捉 える うえで基本 と

な る要素 を、短時 間でお さえるこ とができてい る。

5.今 後 の展 開

5.1「 ビジネスの捉 え方」と しての講義 ・演習へ

の組込み

今回は、90分 とい う枠 のなかでの取組みで あっ

た。学生が十分 に調査 ・発想す る時間 を考慮 して、

数 コマ(1コ マ90分)で 実施 す ることも、教育効

果 を高め る と考 える。

今回の講義 ・演習 と同様 の趣 旨で、小松俊樹氏(有

限会社MCA代 表)に よる 「ビジネ スプラン とその

作成法」 も試み てい る(桂 ・小松 ・井形[8])。 今

後 とも、様 々な手法 ・考 え方 にふれ る機 会 を学生

に提供す るこ とで、「ビジネスを捉 え る」こ とを身

に着 けて も らえるよ うに取 り組んで いきた い。

ところで、他地域の大学で は、複数大学や県 レ

ベルでの連携、商工会議所や都道府県 ・市町村、

金融機 関 な どとの連携 が進み ビジネ ス ・コンペ な

どに発展 してい る地域 もある。 こ うした取組み を

審査会 と位置付 け、優 良なビジネス ・アイデア に

は、 賞金 や ベ ンチ ャー 設立 の補助金 を出す地域

【資源 所 有者 】
・JA(農 家)

・漁 桑協 同 組合

・調理 器 メーカ

・和紙 販 売 店

・インターネット瑠 境 提供 企 集

・宅 急便 企 粟

・広告 企 粟

【事粟使命】
・地壇の活性化

・地域の食材を知ってもらいまた来ていただく

-

y

【外部資潮.
・食材(農家、漁卸)

・弁当の容響・裟

・和紙

・設借

亀宅急便
・宜伝

・イシターネ外(注文方法)

繍賃掴瞭
,_

・三 ・ ム ー 　 ・・.鑑 、

8つ`」5

a

1顧客刷
・観光客

・ビジネス客

t t

喋品1
・季節感

・かさばらない

・榛々な種戴

(軽食も》
・食ぺやすさ

1内部資司
・地元の特塵贔

・農家・漁師とのつながり

1固省披旬
・培嬉のおいしい物の情報
・観光情報
・食べる時に必要と感じるもの

7

⇒
購割騨L、

!

【サー ビス】
・営 粟 時 問 に工 夫

・荷物 にな らないパッケージ

・包装 に和 紙

・観 光 マップの 無料 配 布

・服 を汚 さない工 夫

(エプロン)

・支払 方 法 に工 夫

・クーホ'ン

・地域 の 詳 しい惰 報

・おまけ(お もちゃ、果 物)

・容器 や ふ ろしきを再 利用

できるもの にす る

制約条件/問 遮点
1従桑員1

・お客様への接し方
制約条件/同 題慮一

図3.学 生 による検討事例(日 浅桃子作成 をベー スに一部追記)
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もあ る。ベ ンチ ャー企業 と して 自立 し、立派 に成

長 してい るケー スもあ る。 経済産業省や 日経新聞

が主宰 してい る社会人基礎力 グランプ リへの出場

(西森 ・武 本 ・多 田 ・桂 ・小林 ・井形[9])な ど、

同様 な効果 があ りそ うな取組 み も、本学では個別

に な され て い るのが現 状 で あ り、 ゆ くゆ くは連

携 ・一本 化 して、学生の企業マイ ン ド醸成にっな

が るよ うに検討 したい。

5.2そ の他

(1)「情報 システ ム構築 の上流 工程 の人材育成」と

しての活用

南波[10]は 、企 業情報 システムアー キテ クチ ャ

構 築の手法の 中で概 念デー タモデルについて論 じ

てい る。 さらに、南波[ll]及 び加藤 ・南波[12]に

て情報 システム構 築の上流工程の人材 育成 を目的

に ビジネス構 造の把握 を 目的に大学院大学にて講

義 ・演習を実施 してい ることを、報告 してい る。

本稿 では、概念 データモデル設計法全般にっい

ては簡潔 に しかふれ ることがで きなか ったが、概

念 データモデル設 計法は上流工程の システムエ ン

ジニアの素養を培 ううえで参考 にな ろ う。

(2)大 学の業務仕組 みの見直 しへの活用

高知工科 大学 と高知県立大学 との統合に向 けて

の検討 が進 め られてい る。 企業統合で成果 をあげ

てい る概念 データモデル設 計法 を、大学統合 に向

けた仕 事の仕組 み、情報 システムの見直 しとい う

観 点か ら活 用す る道 もあ ろ う。
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Abstract: It is indispensable for a present-day university student regardless of discipline to master the viewpoint of 

promoting an undertaking by themselves, and the fundamental know how and soul to plan a business plan. The lecture / 
exercise formula was adopted for students to understand this knowledge. "The domain identity and mission" which is a 

part of "Conceptual Data Modeling method " of Manufacturing Architecture for Series Products Association was used 
as a framework especially this time. This framework is based on Abel's "an enterprise definition." This education was 

guided by Mr. Ayumi Tejima of Manufacturing Architecture for Series Products Association. This paper described the 
outline of Conceptual Data Modeling method, the outline of a lecture and exercise, and future development.
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